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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフシューズのソール面に配置される基盤体と、該基盤体の周縁部に、相互間に間隔
をあけて複数個立設された突起とを有するゴルフシューズ用スタッドにおいて、
　該基盤体の中央部を通って一方向に延在する突条を設けたことを特徴とするゴルフシュ
ーズ用スタッド。
【請求項２】
　請求項１において、該突条の平均高さは４～１０ｍｍであり、長さは１０～３０ｍｍで
あり、基底部の平均幅は０．５～７ｍｍであることを特徴とするゴルフシューズ用スタッ
ド。
【請求項３】
　請求項１又は２において、該突起の高さは４～１０ｍｍであることを特徴とするゴルフ
シューズ用スタッド。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、該基盤体は略円盤状であり、該突条は直径
方向に延在していることを特徴とするゴルフシューズ用スタッド。
【請求項５】
　請求項４において、該突条の両側にそれぞれ前記突起が配置されていることを特徴とす
るゴルフシューズ用スタッド。
【請求項６】



(2) JP 4379233 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

　ソール本体と、該ソール本体の裏面に取り付けられたゴルフシューズ用スタッドとを有
するゴルフシューズ用ソールにおいて、
　該ゴルフシューズ用スタッドが請求項１ないし５のいずれか１項に記載のゴルフシュー
ズ用スタッドであり、
　該ソール本体には、該ゴルフシューズ用スタッドに隣接して、該ゴルフシューズ用スタ
ッドの突条の延長方向に延在する滑り止め用凸条が設けられていることを特徴とするゴル
フシューズ用ソール。
【請求項７】
　請求項６に記載のゴルフシューズ用ソールを有するゴルフシューズ。
【請求項８】
　請求項７において、左足用ゴルフシューズと右足用ゴルフシューズとで少なくとも一部
の前記スタッドの突条の延在方向が異なることを特徴とするゴルフシューズ。
【請求項９】
　請求項７又は８において、左足用ゴルフシューズと右足用ゴルフシューズとで少なくと
も一部の前記スタッドの配置位置が非対称であることを特徴とするゴルフシューズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフシューズと、このゴルフシューズに用いられるソール及びスタッドに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルフシューズの底面（ソール面）に滑り止め用のスタッドを設けることが多い。この
スタッドとして、円盤状の基盤体と、この基盤体の周縁部に周方向に等間隔をあけて突設
された複数の突起を備えたものが公知である（例えば特開２０００－１８９２１１号公報
）。
【特許文献１】特開２０００－１８９２１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ゴルフシューズには、歩行時の滑り止め機能に加え、スイング時の身体捻転時における
滑り止め機能も必要となる。
【０００４】
　従来のスタッドは、上記の通り円盤状基盤体の周縁部に等間隔に突起を設けたものであ
り、地面を掴むグリップ力はスタッド中心から見て等方的である。
【０００５】
　本発明は、グリップ力に異方性をもたせることができ、これによりスイング時の身体安
定性を十分に高めることも可能なスタッドと、このスタッドを用いたソール及びゴルフシ
ューズを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明（請求項１）のゴルフシューズ用スタッドは、ゴルフシューズのソール面に配置
される基盤体と、該基盤体の周縁部に、相互間に間隔をあけて複数個立設された突起とを
有するゴルフシューズ用スタッドにおいて、該基盤体の中央部を通って一方向に延在する
突条を設けたことを特徴とするものである。
【０００７】
　請求項２のゴルフシューズ用スタッドは、請求項１において、該突条の平均高さは４～
１０ｍｍであり、長さは１０～３０ｍｍであり、基底部の平均幅は０．５～７ｍｍである
ことを特徴とするものである。
【０００８】



(3) JP 4379233 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

　請求項３のゴルフシューズ用スタッドは、請求項１又は２において、該突起の高さは４
～１０ｍｍであることを特徴とするものである。
【０００９】
　請求項４のゴルフシューズ用スタッドは、請求項１ないし３のいずれか１項において、
該基盤体は略円盤状であり、該突条は直径方向に延在していることを特徴とするものであ
る。
【００１０】
　請求項５のゴルフシューズ用スタッドは、請求項４において、該突条の両側にそれぞれ
前記突起が配置されていることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明（請求項６）のゴルフシューズ用ソールは、ソール本体と、該ソール本体の裏面
に取り付けられたゴルフシューズ用スタッドとを有するゴルフシューズ用ソールにおいて
、該ゴルフシューズ用スタッドが請求項１ないし５のいずれか１項に記載のゴルフシュー
ズ用スタッドであり、該ソール本体には、該ゴルフシューズ用スタッドに隣接して、該ゴ
ルフシューズ用スタッドの突条の延長方向に延在する滑り止め用凸条が設けられているこ
とを特徴とするものである。
【００１２】
　本発明（請求項７）のゴルフシューズは、請求項６に記載のゴルフシューズ用ソールを
有するものである。
【００１３】
　請求項８のゴルフシューズは、請求項７において、左足用ゴルフシューズと右足用ゴル
フシューズとで少なくとも一部の前記スタッドの突条の延在方向が異なることを特徴とす
るものである。
【００１４】
　請求項９のゴルフシューズは、請求項７又は８において、左足用ゴルフシューズと右足
用ゴルフシューズとで少なくとも一部の前記スタッドの配置位置が非対称であることを特
徴とするものである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のスタッドにあっては、突起だけでなく突条を設けているので、ソールの地面に
沿う動きに対し強い反力を与えることができる。
【００１６】
　このスタッドを備えたソール及びゴルフシューズにおいて、スタッドに隣接して、突条
の延長方向に延在する凸条を設けることにより、ソールの地面に沿う動きに対し強い反力
を与えることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明についてさらに詳細に説明する。図１は実施の形態に係る
左足用及び右足用ゴルフシューズのソールの底面図、図２はそのスタッドの斜視図、図３
はソール底面のスタッドと凸条９１，９２部分を示す斜視図である。
【００１８】
　図１の通り、ソール１は前側から順に爪先部１ａ、踏付け部１ｂ、土踏まず部１ｃ、踵
部１ｄとなっている。この実施の形態では、爪先部１ａ、踏付け部１ｂ及び踵部１ｄにそ
れぞれ複数のスタッド１０及び多数の凸条が設けられている。
【００１９】
　スタッド１０は、図２の通り、略円盤状の基盤体１１と、この基盤体１１の表側におい
て周縁部から周方向に間隔をあけて立設された複数個（この実施の形態では６個）の突起
１２と、基盤体１１の直径方向に延在する突条１３と、基盤体１１に設けられた工具差込
穴１４とを有する。
【００２０】
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　この実施の形態では、突起１２は６個設けられている。各突起１２は、基端側が太く、
先端側が細い略三角柱形状となっている。なお、三角柱の１つの側面は基盤体１１の周縁
に沿っている。この実施の形態では、突起１２の先端面は所定大きさの平坦面となってい
る。各突起１２の先端面は略面一状となっている。
【００２１】
　突条１３は、基盤体１１の一端側から基盤体１１の中央を通り他端側にまで直径方向に
延在している。突条１３は、該一端側において高さが最も高く、他端側に向って高さが徐
々に低くなっている。突条１３の幅方向断面は、先端が平面状の略台形断面形状となって
いる。
【００２２】
　突起１２は、この突条１３の両側に３個ずつ配置されている。
【００２３】
　工具差込穴１４は、突条１３の両側に１個ずつ設けられている。この工具差込穴１４，
１４を結ぶ線分は基盤体１１の中央部を通り、且つ突条１３の延在方向と直交している。
【００２４】
　図示はしないが、基盤体１１には、突起１２の裏側にはこのスタッド１０をソールに固
定するための螺子軸及び爪片（図示略）が突設されている。
【００２５】
　この基盤体１１の平均直径は１５～２５ｍｍ特に１５～２２ｍｍとりわけ１５～２０ｍ
ｍが好ましい。突起１２の本数は４～１０本特に６～８本とりわけ６本が好適である。突
起１２の基盤体１１からの突出高さは４～１０ｍｍ特に５～８ｍｍが好ましい。
【００２６】
　突条１３は、基盤体１１の一端側から他端側まで延在することが好ましいが、その端部
が基盤体１１の端縁よりも若干後退していてもよい。
【００２７】
　突条１３の長手方向の長さは、基盤体１１の直径の５０～１００％特に６５～１００％
とりわけ８０～１００％が好ましい。
【００２８】
　突条１３の基底部の平均幅は０．５～７ｍｍ特に０．５～５ｍｍとりわけ１～４ｍｍが
好ましい。突条１３の先端部の平均幅は０．５～６ｍｍ特に０．５～４ｍｍとりわけ１～
３ｍｍが好ましい。突条１３の平均高さは４～１０ｍｍ特に５～９ｍｍとりわけ５～８ｍ
ｍが好ましい。
【００２９】
　このスタッド１０の材質としては、プラスチック系素材として、ポリウレタン樹脂等が
好適である。このスタッド１０は、ソールに対し５～１５個特に６～１３個とりわけ６～
１１個設けられるのが好ましい。
【００３０】
　このスタッド１０を設けたソール１の構成について図１，３を参照して次に説明する。
【００３１】
　この左足用ソール１Ｌと右足用ソール１Ｒは、右打ちゴルファー用のものである。
【００３２】
　左足用ソール１Ｌの爪先部１ａから踏付け部１ｂには、中央部を前後方向に凸条２１，
２２が略平行に延設され、外側の縁部に沿って凸条２３，２４，２５，２６，２７が列状
に延設されている。凸条２１は凸条２２よりも外側に位置している。
【００３３】
　凸条２１と凸条２３～２７の列との間には、爪先側から順に凸条４１、スタッド１０、
凸条４２、スタッド１０、凸条４３、スタッド１０及び凸条４４が配列されている。この
列における各スタッド１０の突条１３は凸条４１～４４の延長線上に位置している。
【００３４】
　このソール１Ｌの爪先部１ａから踏付け部１ｂの内側に沿って、凸条３１，３２，３３
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，３４が列状に配設されている。
【００３５】
　この凸条３１～３４の列と前記凸条２２との間に爪先部１ａから踏付け部１ｂにかけて
、凸条４６，４７、スタッド１０、凸条４８、スタッド１０及び凸条４９が配列されてい
る。
【００３６】
　各凸条４６～４９はいずれも長手方向をソールの略前後方向としている。この凸条４６
～４９の列の途中に配置された各スタッド１０の突条１３は、長手方向を凸条４６～４９
の延長線上に位置している。
【００３７】
　土踏まず部１ｃには凸条及びスタッドは設けられていない。
【００３８】
　踵部１ｄにあっては、外側縁に沿って凸条５１，５２が配列され、この列の内側に沿っ
て凸条５３、スタッド１０、凸条５４が配設されている。凸条５３，５４は各々の長手方
向をソール１Ｒの略前後方向とした一列状に配置されており、その間のスタッド１０の突
条１３は凸条５３，５４の延長線上に位置している。この凸条５３、スタッド１０、凸条
５４の内側に前後方向に凸条５５，５６が配列されている。
【００３９】
　踵部１ｄの内側縁に沿う土踏まず部１ｃ側に、凸条５７が設けられている。この凸条５
７はソール１Ｌの略々前後方向に延在している。この凸条５７及びそれよりも後方の踵部
１ｄの内側縁と、前記凸条５５，５６の列との間に、凸条５８～６３とスタッド１０が設
けられている。これらの凸条５８～６３は、長手方向を略ソール幅方向としている。この
うちの凸条６０，６１は、踵部１ｄの幅方向の略中央付近に位置している。この凸条６０
，６１と踵部１ｄの内側縁との間にスタッド１０が配置されている。このスタッド１０は
、突条１３をソール幅方向としており、この突条１３と凸条６０とは一列状に配列されて
いる。
【００４０】
　右足用ソール１Ｒにあっては、踏付け部１ｂの土踏まず側の外側縁から爪先部を経て内
側縁の母指球近傍にかけて凸条７０～７９が配列されている。各凸条７０～７９はいずれ
もソール１Ｒの外縁に沿って延在している。この母指球部分にはスタッド１０が配置され
、その突条１３の長手方向はソール幅方向となっている。
【００４１】
　この母指球部分から爪先部１ａに向って、凸条７７，７６よりも内側に、凸条８０、ス
タッド１０、凸条８１、スタッド１０が配列され、このスタッド１０の突条１３は凸条８
０，８１の延長線上に位置している。なお、この凸条８１と前記凸条７６との間には略々
三角錐形状の突部８８が設けられている。
【００４２】
　母指球付近から放射方向に凸条８２～８７が延設されている。最も爪先部１ａ側の凸条
８２と前記凸条８１との間には突部８８が設けられている。凸条８５は略ソール幅方向に
延在している。凸条８５よりも爪先部１ａ側の凸条８２～８４は母指球付近から斜め前方
に延在している。凸条８５よりも踵部１ｄ側の凸条８６，８７は母指球付近から斜め後方
に延在している。
【００４３】
　この一群の凸条８２～８７の放射方向先端側と、前記外側縁の凸条７０～７４との間に
おいては、前後方向に凸条９０、スタッド１０、凸条９１、スタッド１０、凸条９２が配
列されており、これらのスタッド１０の突条１３は凸条９０，９１，９２の延長線上に位
置している。凸条９１と凸条８４，８５との間には突部８８が設けられている。凸条９２
と凸条８６との間には台形の突部９３が設けられている。
【００４４】
　ソール１Ｒの土踏まず部１ｃには凸条及びスタッドは設けられていない。ソール１Ｒの



(6) JP 4379233 B2 2009.12.9

10

20

30

40

踵部１ｄにおける凸条及びスタッドの配置はソール１Ｌの踵部１ｄにおける凸条５１～６
３及びスタッド１０の配置と対称であるので、対称に位置する凸条に同一符号を付してそ
の説明を省略する。
【００４５】
　このように構成されたソール１Ｌ，１Ｒを有した１足のゴルフシューズにあっては、こ
れを履いた右利きゴルファーがスイングした場合、ゴルフシューズが地面にしっかりと噛
止され、足裏のグリップ感がきわめて良好である。
【００４６】
　即ち、このゴルファーがスイングする場合に足裏と地面との間に生じる力と交叉する方
向に多数の凸条及びスタッド突条１３が延在している。このため、足裏に対しては体や体
重の移動に対して強力な反力が与えられることになり、足裏が地面をしっかりと掴んでい
る感覚がゴルファーに感取される。
【００４７】
　上記のソール１Ｌ，１Ｒは右打ちゴルファー用であり、左打ちゴルファー用の場合は図
１と左右対称配列となる。
【００４８】
　特に、本発明を限定するものではないが、ソールの地面側を構成するアウトソールの材
料としては発泡ゴム、非発泡ゴム、熱可塑性ウレタン、ナイロン等を用いることができ、
足裏側を構成するミッドソールの材料としては発泡ゴム、発泡プラスチック等の弾性発泡
体が好適である。
【００４９】
　なお、凸条のソール前後方向長さが大きい場合、歩行時やスイング時におけるソールの
湾曲変形を阻害しないようにするために、凸条の長手方向の途中に図示の如くノッチを設
けるのが好ましい。図面を明瞭とするためにノッチを示す記号９９は図３にのみ記載して
ある。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】実施の形態に係るソールの底面図である。
【図２】実施の形態に係るスタッドの斜視図である。
【図３】スタッド及び凸条付近の斜視図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　ソール
　１Ｌ　左足用ソール
　１Ｒ　右足用ソール
　１０　スタッド
　１１　基盤体
　１２　突起
　１３　突条
　２１～８７，９０～９２　凸条
　８８，９３　突部
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【図３】
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